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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
に

関
す
る
お
願
い

希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
つ
い
て

○
ご
み
の
収
集
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
の
種
類
ご
と
に
、
収
集
日
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　【
家
庭
ご
み
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
】を
確
認
し
て
、
決
め
ら
れ
た

日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
の
分
別
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
分
別
が
不
十
分
な
場
合
、
ご
み
が
収
集
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
を
再
確
認
し
て
、き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
は
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
を
前
日
の
夜
や
、
朝
８
時
30
分
以
降
に
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
夜
や
朝
８
時
30
分
以
降
に
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
、
動
物
が
散
ら

か
し
た
り
、
収
集
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
さ
れ
る
方
々
や
行
政
区
に
管
理

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
ル
ー
ル
を
守
り
、
い
つ
も
き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
が
守
ら
れ
な
い
と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み

が
溢
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
人
た
ち
に
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。

　
ご
み
捨
て
は
生
活
す
る
上
で
必
要
な
行
為
で
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ま
が
気
持
ち
良
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ル
ー
ル
を
守
る

と
と
も
に
環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。
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夏
は
植
物
の
開
花
や
昆
虫
の
成
体
が
多
く
見
ら
れ

る
時
期
で
す
。
希
少
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て

い
る
場
合
、
採
取
等
は
行
わ
ず
、
県
民
の
財
産
で
あ

る
希
少
な
動
植
物
を
保
護
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　
熊
本
県
で
は
、
熊
本
県
野
生
動
植
物
の
多
様
性
の

保
全
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
自
然
の
豊
か
さ
を
示

す
希
少
野
生
動
植
物
の
う
ち
、
特
に
絶
滅
の
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
54
種
を「
熊

本
県
希
少
野
生
動
植
物
」に
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
指
定
希
少
野
生
動
植
物
は
、
県
内
全
域
に
お
い
て

捕
獲
、
採
取
、
殺
傷
、
損
傷
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
７
月
10
日
か
ら
８
月
20
日
の
期
間
を
夏
の

野
生
動
植
物
違
法
採
取
等
防
止
強
化
期
間
と
定
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
強
化
を
行
い
、
希
少
な
動
植
物
の

違
法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
民

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
阿
蘇
地
域
振

興
局
農
林
部
林
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
阿
蘇
管
内
で
生
育
・
生
息
が
確
認
で
き
る
県
指
定

希
少
野
生
動
植
物
〉

（
植
物
）オ
グ
ラ
セ
ン
ノ
ウ
、
ヒ
ゴ
タ
イ
な
ど

（
動
物
）オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
、
ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
な
ど

①オオルリシジミ
②サクラソウ
③オオウラギンヒョウモン

「節水がんばるモン」キャンペーン！実施中
　一年のうちで水の使用量が増加する7～8月を中心に、県全体で節水に取り組むため、「節水がんばる
モン」キャンペーンを実施しています。
　私たちは1日にどれくらい水を使っているでしょうか？
　熊本県の水道使用量※は、（平成27年度平均給水量
参照）一人1日当り321リットル。九州平均の314リッ
トルと比べて7リットルも多く水を使っています。
　水に恵まれた熊本に暮らしていると、水の「ありが
たさ」を忘れがちです。しかし、近年、一部では地下
水の水位低下や湧水の減少など、将来の水利用が危ぶ
まれる状況も見られています。
　私たちが、これからも豊かな水の恩恵を受け続ける
ためには、水を大切に使っていくことが必要です。で
きることから実践して、あなたも「節水がんばるモン

（者）」になりましょう。

❶ 歯をみがくときはコップを使用

平成27年度1人1日あたり
平均給水量（上水道）

240

260

280

300

320

340

九州平均福岡県熊本県

314

280

321

単位：リットル

県庁、県各保健所、市町村庁舎で節水啓発ステッカーを配布しています。自宅や事業所
などの水周りに貼って、いつも「節水」を意識し、実践しましょう。

Ⓒ2010熊本県くまモン
水の国くまもと

約
5リットル

節水

② 食器洗いを流し洗いからため洗いへ

約
83リットル

節水

③ 風呂の残り湯を
洗濯や掃除に再利用

約
50～100リットル

節水

④ シャワーの際は
こまめに開け閉め

約
36リットル

節水

身近に実践できること（例）
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